
中央地区  令和５年度 推進交付金：５５０，０００円 

取組み１  中央地区福祉互助会事業 

中央地区町会連合会・中央地区福祉互助会 

 

 

⑴ 目的 

  加齢とともに徐々に増えていく「生活の上でのちょっとした困りごと」

を解消し、住民同士の支え合い促進を目的として、事業運営を行っていま

す。住民の安心を確保するとともに、地域包括ケアシステムの核を担う事

業となっています。 

 

⑵ 取組み 

ア かかわり隊活動 

平成 28 年 1 月、福祉互助会の中にかかわり隊を設立し、住民のちょ

っとした困りごとへの対応を有償（概ね 15 分 150 円）で開始しまし

た。利用できる人は 75 歳以上の高齢者、または 70 歳以上の高齢夫婦

世帯、その他日常生活に困っている方とし、買い物付き添い、草取り、

庭木の剪定、ごみ出しなどを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
＜令和５年度実績＞ 

利用会員  ２８世帯 

協力隊員  ３６名 

作業実績 １２１件 

（内訳） 

ゴミ出し  １０５件 

ゴミ仕分け   ３件 

草取り・枝払い ５件 

その他（雪かきなど） 

     ８件 



  イ 朝市 

高齢者に買物支援の場を提供することを目的として、「ようこく朝

市」「城南あさ市」を５～１１月にそれぞれ月１回開催しています。（年

間６回）３回来場してポイントがたまると景品がもらえるポイントカ

ード制度や、無料のお茶飲み処を開設するなど、リピーター確保に努

めるとともに、住民に交流の場を提供しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

⑶ 今後の展開 

利用者確保のため、マスコミやＳＮＳ活用による効果的な広報活動を検討

していきます。 

 
 

 ＜令和５年度実績＞ 

ようこく朝市 

開催日 ５～１１月 第４日曜日の午前９時か 

ら（計７回） 

場 所 松本神社 

出店者 今井深山農業塾、四賀しののめの道バザ

ール、会田養鶏、町の店おほり 他 

 

城南朝市 

開催日 ５～１１月 第２日曜日の午前９時か 

ら（計６回） 

場 所 大手公民館 

出店者 今井深山農業塾、波田恋人の丘サラダマ

ーケット、会田養鶏、町の店おほり 他 

 



取組み２ 中央地区事業災害時要援護者優先避難所備蓄品整

備事業 
中央地区町会連合会・中央地区防災部・ 

大手公民館災害時要援護者避難所運営委員会 

 

⑴ 目的 

大手公民館要援護者優先避難所の運営に必要な物資等を備蓄し、大規

模災害発生時の緊急対応を迅速に行います。 

 

⑵ 取組み 

  偶数月に避難所運営委員会を開催し、災害時に迅速に活動できるよう

様々な訓練や学習をしています。また訓練時以外の地域行事で防災用備

品（発電機、無線機、投光器）を積極的に使用することで、有事の際に

スムーズに使用できるよう訓練しています。令和５年度は、９月に防災

備品の棚卸を兼ねた炊き出し訓練を実施し、備蓄品の保管場所や数量を

確認しながらストックの再検討を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

   継続して避難所運営委員会を開催し、訓練実施や備蓄品の更新・充実を図 

ります。 

班ごとに分かれて 

担当の備品のチェ

ック 

 

 

 

 

 

 

夏祭りで活躍した

防災用投光器 

 

 



取組み３ 中央地区夏祭り 

中央地区夏まつり実行委員会・中央地区町会連合会 

・大手公民館・中央地区地域づくりセンター 

 

⑴ 目的 

コロナにより途絶えてしまった地域の伝統行事「ぼんぼん・青山様」を 

復活し次世代へ継承していくこと、コロナで失われた交流の場を再構築 

することを目的として夏祭りを開催しました。 

 

⑵ 取組み 

企画運営は大学生などの若者を中心とした実行委員会で行いました。コ 

ンセプトは「大人も子どもも楽しめる ＰＴＡに負担をかけない 企画は 

若者・実行はみんなで」とし、中高生から大人まで約７０名のボランティ 

アが協力して祭りを盛り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜企画＞ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ前までは育

成会が主体となっ

て町会ごとに実施

していましたが、子

どもの数の減少や

コロナ禍により途

絶えていました。 

今回の夏祭りでは、

地区内外の子ども

約５０人が参加し、

にぎやかに地区内

を練り歩きました。 

久しぶりのぼんぼ

ん・青山様に、沿道

の住民や通行人な

ど、大勢の大人たち

が声援を送ってい

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本番前 

子どもと保護者が

集まり、うたの練習

やお花紙の髪飾り

を作る 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営に関わった大学生が作成した屋台POP

 

 

 

 

中高生、大学生と住

民が協力して桝形

跡広場で屋台を運

営しました。 

 

当日は住民の他、観

光客や多くの市民

が来場してくれま

した。 

 

ぼんぼん・青山様に

参加した子どもに

は屋台で使えるチ

ケットが配られ、射

的や輪投げ、ヨーヨ

ー釣りなど思い思

いに縁日を楽しん

でいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生のフルーツ

あめやさんは大人

気で、あっという間

に売り切れました。 

 

 

屋台ラインナップ（この他かき氷、フランク 、焼き鳥など） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縁日も佳境となっ

た午後７時３０分、 

子どもたちは女鳥

羽川へ移動して花

火大会！ 

花火は初めての子

もいて、みんなでわ

いわい盛り上がり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その頃屋台はまだ

まだ大忙し 

大人気の焼きそば

は完売！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

花火から子どもたちが戻った午後８時３０分、中央地区縁日は大団円で 

フィナーレとなりました。 

皆さんお疲れさまでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 今後の展開 

伝統行事継承と交流の場づくりを目的に、事業を継続していきます。 

 

＜まとめ＞ 

住民アンケートでは、「楽

しかった」「またやってほ

しい」「またやりたい」と

いう声がほとんどでし

た。 

中には「何かお手伝いし

たかった」という意見も

あり、この事業を楽しそ

う、参加したいというプ

ラスイメージに捉えてく

れていることが分かりま

した。 

また運営に中高生や大学

生がかかわったことにつ

いて、「活気があってよか

った」「若い人が来てくれ

てたすかった」という意

見が多くありました。 

 

課題としては、「屋台が売

り切れでほしいものが買

えなかった」「会場が暗く

て危険」などが挙げられ

ていました。 

アンケート結果は実行委

員会で検討を行い、次年

度の改善点として引き継

いでいくこととなりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 感想・意見等（自由記載）

・とても楽しかった！また参加したい！

・青山様、ぼんぼんの道のりがやや長い。低学年の子は最後だれていた。

・屋台とても賑わっていて、焼きそばも綿あめもいなり寿司も美味しかったです!又、開催してほしいです!

・ビンゴゲーム、盆踊り

・継続は力なり?

・たこ焼き

・屋台が沢山でていて机と椅子もありこどもが座って食事がとれてよかったです。

・孫から、青山様やぼんぼんの行列が終わってくじやフルーツ飴を楽しみにしていたのに、本隊が帰ってきたの
に、すでに終わっていたと言われました。若いスタッフがいたので、助かりました。

・体験ブースで周回している人が見受けられ、景品を受け取れない人が多くいたので参加した人に紙を渡して何
回までと回数制限の管理をしやすくすると、より多くの人が楽しめるのではないかと思った。祭り自体は子供たち
が楽しそうにしていていい活動になったと思った。

・青山様に参加した子供が距離が長すぎたようでした。人数によりますが、二つに分けるとか短距離で回れるよ
う配慮してあげた方がいいと思います。屋台も手作り感あって良かったと思いますが、手狭な気がしました。千
歳橋や、長野銀行前など少し分散して、コンサート、大道芸などもやられた方がいいと思いました

・学生が関われることが大切だと思います。ぼんぼん・青山様に参加した小学生が疲れたー！といったあと、屋
台を楽しんでもらえてよかったです。スタッフは体験コーナー（一回10円のものなど）を一回、二回までと制限し
た方がよさそうです…。景品が…。ダンボールを色分け（画用紙をはるなど）しておけば、それぞれの物品の管
理が楽になるかと…。花火の会場がすこし手狭かなぁと思います。ぼんぼん・青山様のスタッフをもう少し増やし
た方がよいかと…。お母さんがたとの打ち合わせ（不安がないように説明をしっかりしたいです…）休憩所の
テーブルに張り紙（ゴミの場所など）などがあるといいかなと思います?キッチンカーを呼ぶなら１台でよさそうで
す…。スペース的にも難しいですね…。

・来場者の皆さんとても喜んでくださって本当に良かったですね。来年はスタッフの役割りをもう少し考えて頂き
たい、特に屋台に関わる人の再考をお願いします。

・大変楽しい時間を過ごす事が出来ました。ありがとうございました。町会役員やお手伝いを申し出ていた保護
者は、早めの集合連絡はありましたが、結局何もお手伝い出来ずに終わりました。何をして欲しいかの当日の
指示をしていただける中央地区の役員の方がいらっしゃらなかった事と、実際にはお手伝いする事がなかった
のか？不明でした。当日現場にフリーで全てに関して指示出来る役員の方がいらっしゃると良いなぁと感じまし
た。今年度は保護者のお手伝いは有志を募っての参加で、役目を振り分けられている事はなかった為か結局何
もやる事はなく、今後は有志を募るかの有無も検討いただければと思いました。

・今回の青山様ぼんぼん歩く距離が長すぎでした。温暖化もありますから例年位→30分位がちょうど良いので
はないでしょうか。花火大会もう少し早い時間にして頂けたら良かったです。待ち時間があり参加しませんでし
た。ステージがあると賑やかで良いかもしれませんね。

・子どもたちも大人も皆が楽しめてとても良かったです。学生さんたちの頑張りもとても素晴らしかったと思いま
す。良いイベントになったと思います。

・お手伝いをしたいのですが、ぼんぼんに参加する子供に付き添わなければならないので、結局何もできません
でした。前日や翌日、ぼんぼん開始前などにも、ぜひお手伝いを募集してほしいです。また、行事に参加した子
供達が戻ってきてからでも屋台を充分楽しめるよう、来年は品物を少しとっておいていただけたら嬉しいです。
(通りすがり？の方々が先に沢山買ってしまい、買えなかった物があったので)

・屋台が活気があってとても楽しかったです。地区の方や子どもの楽器演奏があっても素敵だと思いました。来
年もぜひ開催してほしいです。



 


